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1. はじめに 
 私の大学院時代、帝塚山学院大学での教育・
研究活動において深く関係する北先生から頂い
たご支援の内容やお言葉をこのエッセイにまと
めたい。 
 北先生との出会いは、創造都市研究科情報メ
ディア環境研究分野（2007年後に、知識情報基
盤研究分野・情報システム創成研究分野へと再
編された）修士課程への入学であった。修士の
研究内容は GIS 分野であったため所属はラガ
ワン研究室であった。当時、私は修士課程短縮
修了を目指していたため、何人もの短縮修了生
を輩出していた北先生から入学後に早速、短縮
修了を行うための授業の履修指導を頂いた。そ
の後も授業やワークショップ、中間発表等のイ
ベント後には必ず懇親会があり、その席でも厳
しくも温かいご指導を頂いた。修士課程の一年
は、授業、研究そして修士論文をまとめるため、
私の人生の中でも忙しくも濃い一年となった。
この時、北先生がよく使われていた言葉「リン
ボーダンス」のような一年を送った。今となっ
ては、大きな事を成し遂げ、強い自信となった
修士課程であった。 
 博士課程の 2年目、研究の事や将来の進路に
ついて悩んでいた中、帝塚山学院大学から中野
先生を通じて教員募集の話が届き、北・ラガワ
ン両先生は私を推薦してくださった。私自身は
あまり事情が良く分からなかったが、履歴書の
提出が必要だったため、北先生にご相談したと
ころ「これを参考にしたらいいよ。」と言われ、
北先生ご自身の履歴書・実績書を頂いた。幸運
にも、帝塚山から採用の知らせが届いた際、一
番に院生室に来られ「おめでとう。お祝いに行
こう。」と言ってくださり、法善寺横丁の静かな
お店で、お祝いと「教員・研究者の人生は修羅
の道だ。」と早速ご指導頂いた。 
 帝塚山から正式に内定を頂き、お話を頂いた
児玉先生（帝塚山学院長）との初めての面会の
際も、中野先生、ラガワン先生、そして北先生
がご一緒して下さり、まるで親が子を送り出す
ような温かい会だったことを鮮明に覚えている。 
 
2. 就職後 
 2009年、帝塚山学院大学に任期制の専任講師と
して働き始めた際、初めての専任教員であったた
め、授業や様々な委員会、会議等、かなりの仕事
量とストレスを抱えていた。そんな中、北・ラガ
ワン両先生から時折食事にお誘い頂き、仕事の苦
労話を聞いて下さり、ご助言を頂いた。また、帝
塚山学院大学でのある事情により、博士課程を一
年休学することになった時、研究や仕事等で精神
的にネガティブな時期であったが、指導教員のラ
ガワン先生と共に、復学後の計画についてポジテ
ィブに考えてくださった。その甲斐あって復学後
すぐに博士論文を提出し、無事に博士課程を修了
できた。 
 公聴会の際、GPS測位結果の数ミリの違いにつ
いて質問を受け、私は単なる誤差だと思い深く追
求しなかったため、うまく返答ができなかった。
後日、北先生から「あれ？という現象は新しい発
見への出発点となる要素が隠れているかもしれ
ません。」という先輩研究者としての有り難いお
言葉を頂いた。博士号は、一人前の研究者になる
ための単なる出発点だと実感した思い出である。 
 帝塚山学院大学の 3年目、准教授への昇格兼
テニュアのための審査があり、教育・研究業績
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が特に求められる時。市大の全学共通科目「情
報基礎」や、創造都市研究科の「ネットワーク
システム論」の非常勤講師、共同研究並びに論
文執筆等の教育・研究実績を積む数々の機会を
頂いたお陰で、無事昇格審査に合格した。そし
て 4年目の今年、某大学院の公募において採用
内定を頂いた。内定を頂けたのも、3 年目の昇
格審査合格で終わるのではなく、北・ラガワン
両先生から共同研究、論文執筆の機会を多く頂
き、実績をさらに積めたことが大きな要因だと
考えている。 
 
3. おわりに 
 このように大学院から帝塚山学院大学での教
育・研究活動を通じ、北先生からは私自身を成
長させる多くの機会を頂いた。先生はよく「マ
ジック」という言葉を使われる。先生の「マジ
ック」とは、実力より数段上の事を実現させる
トリックのようなものである。修士課程から先
生の「マジック」の恩恵を授かってきたが、「マ
ジック」で終わるのではなく、その「マジック」
に見合う結果を出さなければという重圧に成長
させられたと考えている。 
 また、北先生はよく私に対し「Pay forward」
という言葉を使われ、先生から様々なご支援を
頂いてきた。次は私がこの言葉を受け継いで、
私と関係する学生の「キャリアチェンジ、そし
てキャリアアップ」になる機会を多く提供した
い。 
 最後に、来年度から北先生が他大学へご栄転
されることにより、さらなるご活躍、そして、
北先生の精神を受け継いだ多くの教員を輩出さ
れることを祈っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
